
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんながいつも暮
く

らしているまちでも、知
し

らないことがまだまだあるはず！ 

例
た と

えば、鎌倉
か ま く ら

市内
し な い

には、昔
むかし

からの建物
た て も の

や魅力的
み り ょ く て き

な風景
ふ う け い

がいっぱいあるんだ。 

そこで、今回
こ ん か い

はみんなで浄明寺
じ ょ う み ょ う じ

にある旧華頂宮
き ゅうかちょ うのみや

邸
て い

を探
た ん

検
け ん

して、 

鎌倉
か ま く ら

の魅力
み り ょ く

をもっと知
し

りにいこう！ 

※お父
と う

さんやお母
か あ

さんといっしょに参加
さ ん か

してね。 

開 催 日 時 
平成２３年１１月２６日（土） 午前１０時～１２時 

小雨決行、荒天の場合は翌日２７日（日）に延期 

参 加 対 象 

鎌倉市内在住又は在学の小学３年生～６年生の児童とその

保護者１５組。 

（応募者多数の場合は抽選となります） 

参加者には記念品及び修了証をお渡しします。参加費無料。 
はがき・E メール・FAX にて、児童と保護者の氏名（ふりが

な）、学校名、学年、住所、電話番号を記入し、「親子景観セ

ミナー係」までご応募ください。 

※申込先は裏面参照。 

 

申 込 方 法 

締 め 切 り 平成２３年１０月３１日（月）消印有効  

 旧華頂宮邸や 

宅間ヶ谷周辺を 

歩くよ！ 

！ 

集 合 場 所

時 

旧華頂宮邸（鎌倉市浄明寺二丁目６番３７号） 

※地図は裏面参照 

協力：宅間ボランティアの会、一般社団法人 ひと・まち・鎌倉ネットワーク 

歩きやすい格好

で来てね～♪ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 保護者の皆さんへ ■ 

 鎌倉市では、将来のまちづくり・景観づくりの担い手となる児童とその保護者の

方を対象に、鎌倉の景観について考えていただくため親子景観セミナーを企画して

おり、今回で 1１回目の開催になります。 

 今回のセミナーでは、景観重要建築物である旧華頂宮邸や、その周辺の宅間ヶ谷

を探検していきます。 

このセミナーが、お子様たちにとって新たな鎌倉の魅力を知っていただくきっか

けになればと思います。是非ご参加ください。 

 

み 
ど ろ 

こ の 紹 介
しょうかい

 

ケイちゃん カンくん 

旧華頂宮
きゅうかちょうのみや

邸
てい

は
、

、昭和
し ょ うわ

４年
ねん

に華頂博信候
かちょうひろのぶこう

伯爵
はくしゃく

邸
てい

として建
た

てられたもので、鎌倉
かまくら

市内
し な い

にある戦前
せんぜん

に建
た

てられた洋
よう

風
ふう

住
じゅう

宅
たく

としては、鎌倉
かまくら

文学館
ぶんがくかん

に次
つ

ぐ大
だい

規
き

模
ぼ

なものなんだ。 

今
いま

は鎌倉市
か ま く ら し

が所有
し ょ ゆ う

していて、鎌倉市
か ま く ら し

景観
けいかん

重要
じゅうよう

建築物
けんちくぶつ

等
とう

にも指定
し て い

されているんだよ。 

旧華頂宮
きゅうかちょうのみや

邸
てい

（景観
けいかん

重要
じゅうよう

建築物
けんちくぶつ

等
とう

 指定
し て い

第
だい

２９号
ごう

） 

鎌倉
かまくら

にある、まち並
な

みをつくる大切
たいせつ

な役割
やくわり

をしている建物
たてもの

などで、その中
なか

でも特
とく

に 重 要
じゅうよう

なものを「景観
けいかん

重 要
じゅうよう

建築物
けんちくぶつ

等
とう

」に決
き

めて守
まも

っています。 

景観重要建築物等とは 

外観
がいかん

はハーフティンバースタイルと言わ

れ、極
きわ

めて整
せい

然
ぜん

としていて、周辺
しゅうへん

の山並
や ま な

みとともに、多く
おおく

の人
ひと

から高
たか

く評
ひょう

価
か

され 

 

 

■ 申込・問い合わせ先 ■ 

〒２４８－８６８６ 鎌倉市役所景観部都市景観課 

E メール keikan@city.kamakura.kanagawa.jp 

TEL   0467-61-3477 

FAX   0467-23-3247 

荏
柄
天
神
社 

至鎌倉逗子ハイランド 

「
浄
明
寺
」 

ているのよ。 

 


